
課 題 名 成木施肥法

開 発 期 間
開始年度 40年 度  」ra査年度 46年 度

終了 (見込 )年度  49年 度

開発担当者所属氏名

熊本署  経営課長
飲肥暑    ″

加治木署   ″

夫

助

彦

光

靖

保

藤

藤

田

佐

須

飯

経 費
当年度    228.090 円

471,924 円

開 発 目 的

成木施肥を事業的に採用するための基礎資料の収集ならびに問題点の検討

(40218付 け 40林野業第 125号 指示試験 )

開 発 計 画

1. スギ、ヒノキ、オビスギ試験地の継続調査

(樹高、 lll高直径、 ll・l高 -5m位 置の直径 )

跡地更新、造林木の成長状況調査

営林局における開発結果の

評価島よび普及計 画の概要
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課題番号  6
昭 和 46年 度 技 術 開 発 報 告 書

1.加 治木著で実施したアカマツ林分については 45年度主伐を行ない標本木

38本 の樹幹解析を行なつた。            ,′
2.樹幹解析結果については林野庁において全国の資料を同一ンベルにより解

析することになり資料を送付し目下集計、分析中。

場 所 樹  種 林  令 摘 要

刀口 治 木 署

熊 本
　
″
　
肥

署

妖 署

アカマツ

ス   ギ

ヒ ノ キ

オ ビスギ

65

41

5 5

37

樹幹解析結果とりまとめ中

継続調査中

1. 40年 度より3年連続むt肥
N量     2 0 0Kf/ια- 1 5 0町 /んα- 1 0 0K夕/え`
120K夕/`c- 90,/腱 - 60● /4α

2.調  査
は)11肥 前林分調査
1' 標離木の F・l高、 lla高、直径および樹高 -5m位 置の直径を毎年測定

3.ア カマツ
`iつ
いては、 45年度に主伐されたので標本木

`■

ついて樹幹解析

を行なつた。

4.主 伐後跡地更新におよばす影響について調査するための試験設定
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課題番号 Zll-1
昭 ■和 48 年 度

48:年度

藤 光 夫

F技 1術 開 発 報 告 書
1日 本菅林 局

課  題 成 木 施 肥 法

開始年度  40年 度    調査年度

終了 (見,込 )年度  49年 度

り1発担当者

|

度

計

年当

累

現在樹幹解析結果の取りまとめ中

成木施肥を事業的に採用するため
の基礎資料の収集ならびに問題点の検討 (40.

12 18付 40林野業第 125号 指示 )

スギ試験地の継続調査

スギ試験地についてプロツ

営森局における開

発結果 Q評価およ

び普及計画の概要
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1 昭、和 48 年 度
´

lt    '・

技 術 開 発 報 告 書
1資 本 営 林 局

謀題番号 Zll-2

1麗坐
1開   発

期    間

開発担当者

所 属 氏 名

成 木 施 肥 法

開始年度

終了 (見込 )

まとめ中

当

累

開

度

計

40年 度

年度  4

発     目     的

十

一
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一
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一
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1 開 発 計 画
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ォビスギ試験地の継続調査

スギ試験地についてプロツトの
一部を樹幹解析
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課題番号Z12 昭 和 49年 度 技 術 開 発 報 告 書 熊 本 営 林局

課  題  名 成 木 施 肥 法  (40林 野業 125号 指示試験 )

開 発 期 間
開始年度  40 年度    調査年度  49 年度

終了 (見込)年度   49 年度

開 発 担 当 者

所 属 氏 名

所 属 職 名 名

熊 本 営 林 署

倉氏  月巴

経 営 課 長 弥 畠 健

中 村 実

経

鞠
費

度

計

年当

累

点の検討

回施肥 し,樹高,胸

,V・」高係数などの推

開 発

成木施肥を事業的に採用lす るための基礎資料の収集並びに問履

開 発 計

1召 オn45年 度以降の主伐予定林分に対、して 40年度から連年 3

高直径 5″ 位置直径のrll定 と主伐時に樹幹解折を行なって,材府

移 を調査する。

営林局における開

発結果の評価およ

び普及計画の概要

1 肥効の持続ltnttlは 5年以上 8年位まで続いていることから,

伐採蔵17～ 8イF前 に行 なうことが必要である。

2 3年 11統 施肥量にたN量 270～ 300k夕 で効果を期待できる。
3_現段階では製 n「i:Jl業 林分のみに止める。
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試験地設定 と施費

40年度 熊本署及び歓肥署に設定 し,連年 3回 施肥したo

施肥量 A区 量ヽで 1年 目120k9/1c2年 目 90k9/23年目

B区  〃   ″  200 /4・  〃  150 /4a 〃  1

各種調査を実 /11

60Ч/ 計ヽ270マ/紘

00 /ヽ言+450/4●

果結発開

1.一般に肥効は樹幹上部が緩漫になると言われているが,今回の調査ではスギ37年
生林分の優勢木 と準優勢木では,胸高部位まで肥効が及んでおり,樹幹解折の結果か
らは,施肥区 と無施肥区の相対幹形はほとん ど変 らない推移をしている。
2.樹幹解折結果から,材積増加率を施肥区と無施肥区で比較してみると,施肥区の方
が優勢木で 5%程度 ,準優勢木で40%程 度優っており,こ の分が施肥結果による材
積:増加分となる。

3.各 プロット内の測定木の材積を立木材積表から求めてみると,5年後の材積成長は

13■
723%で

あり,無施肥区の 12%に 対 していずれも肥効による材積の増が認め
られる。

4.肥効のあらわれ方についてみると
(1)あ 当りN量 で 270k7区 と450k夕 区 とでは,無用量の違いによる肥効差は認め
られない。

(2)区

‖

i]15奪

[お r凛為鴛世7T)1116ilIし 言籠奨段ll競葉警募兵英fI『
肥

5.ヒ ノキ林分 (55年 生)で は,林分材破で 0～ 8%の 肥効による材積の増が認めら
れるものの肥2xlJに 可成 りのムラがあって,ス ギほどに明確に現われていない。
6 成木施肥による経済効果は,ス ギにおt/Nて は44当 夕20～ 60r程 度の材積増がは
かられ ,m3当 ク20千 円とする最低 400千 円の増収 となり,こ れに対 して 3回 の施
肥に要する経費は 300千 円であるのて経済的効果が認められる。ヒノキについては
期待できる材 774i増力‖量を確実につかみ得ないが,中 /mlの 林分以上の林地では,屹当り
15m3以上の材積増は可能であり,経済効果をあげ得るものと判断される。
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